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01 | 調査の概要
本年度実施した藤井寺市のまちづくりのための市民アンケート調査の概要は以下のとお
りです。

① 調査期間 2022（令和4）年8月10日（水）～8月31日（水）

② 調査対象 市内在住の18歳以上の3,000人（住民基本台帳から無作為抽出）

③ 調査方法 郵送配布・郵送回答（インターネットによる回答も可）

④ 回収率 35.9％（回答数1,077件÷発送数3,000人）

⑤ 留意点
調査結果は実数あるいは百分率で表示しています。
百分率は、小数点第2位を四捨五入しているため、比率合計が100％と
㇐致しない場合があります。
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02-01 | 回答者の性別
アンケートの回答者の性別は、前回調査より無回答の割合が減少し、男性も女性も割合
が増加しています。

No 選択肢 件数 割合

1 男性 365 35.2%

2 女性 484 46.7%

3 回答しない - -

4 無回答 188 18.1%

- 合計 1,037 100.0％

※回答割合は、小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100.0％にならない場合があります。

No 選択肢 件数 割合

1 男性 431 40.0%

2 女性 637 59.1%

3 回答しない 7 0.6%

4 無回答 2 0.2%

- 合計 1,077 100.0％
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02-02 | 回答者の年齢
アンケートの回答者の年齢は、前回調査と同様に70歳以上の割合がもっとも高くなって
います。また、前回調査と比べて50歳代の割合が高くなっています。

No 選択肢 件数 割合

1 19歳以下 16 1.5%

2 20歳代 68 6.6%

3 30歳代 115 11.1%

4 40歳代 193 18.6%

5 50歳代 157 15.1%

6 60歳代 202 19.5%

7 70歳以上 275 26.5%

8 無回答 11 1.1%

- 合計 1,037 100.0％

※回答割合は、小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100.0％にならない場合があります。

No 選択肢 件数 割合

1 19歳以下 9 0.8%

2 20歳代 82 7.6%

3 30歳代 114 10.6%

4 40歳代 174 16.2%

5 50歳代 220 20.4%

6 60歳代 201 18.7%

7 70歳以上 276 25.6%

8 無回答 1 0.1%

- 合計 1,077 100.0％
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02-03 | 回答者の居住年数
アンケートの回答者の居住年数は、前回調査と同様に20年以上の割合がもっとも高く
なっています。

No 選択肢 件数 割合

1 5年未満 70 6.8%

2 5～10年未満 102 9.8%

3 10～20年未満 145 14.0%

4 20年以上 704 67.9%

5 無回答 16 1.5%

- 合計 1,037 100.0％

※回答割合は、小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100.0％にならない場合があります。

No 選択肢 件数 割合

1 5年未満 83 7.7%

2 5～10年未満 88 8.2%

3 10～20年未満 183 17.0%

4 20年以上 720 66.9%

5 無回答 3 0.3%

- 合計 1,077 100.0％
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03 | 藤井寺市への愛着や誇り
藤井寺市への愛着や誇りに関する調査の結果、藤井寺市への愛着や誇りを感じている割
合（「愛着や誇りを感じている」「少しは愛着や誇りを感じている」の合計）が、前回
調査に比べて3.0％upしています。

No 選択肢 件数 割合

1 愛着や誇りを感じている 296 28.5％

2 少しは愛着や誇りを感じて
いる 407 39.2％

3 どちらともいえない 186 17.9％

4 あまり愛着や誇りを感じて
いない 91 8.8％

5 愛着や誇りを感じていない 36 3.5％

6 無回答 21 2.0％

- 合計 1,037 100.0％

No 選択肢 件数 割合

1 愛着や誇りを感じている 303 28.1％

2 少しは愛着や誇りを感じて
いる 459 42.6％

3 どちらともいえない 195 18.1％

4 あまり愛着や誇りを感じて
いない 80 7.4％

5 愛着や誇りを感じていない 32 3.0％
6 無回答 8 0.7％
- 合計 1,077 100.0

※回答割合は、小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100.0％にならない場合があります。

前回調査（平成30年度） 今回調査（令和4年度）

藤井寺市への
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藤井寺市への
愛着や誇りを
感じている
70.7％

3.0％up



今回調査（令和4年度）前回調査（平成30年度）
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04 | 藤井寺市への定住意向
藤井寺市への定住意向の調査の結果、将来にわたり藤井寺市に住み続けたいと思ってい
る割合が前回調査と比べて3.3％upしています。

No 選択肢 件数 割合

1 住み続けたい 590 56.9%

2 住み続けたくない 66 6.4%

3 どちらともいえない 364 35.1%

4 無回答 17 1.6%

- 合計 1,037 100.0%

No 選択肢 件数 割合

1 住み続けたい 648 60.2%

2 住み続けたくない 64 5.9%

3 どちらともいえない 357 33.1%

4 無回答 8 0.7%

- 合計 1,077 100.0%

※回答割合は、小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100.0％にならない場合があります。

藤井寺市に
住み続けたい
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藤井寺市に
住み続けたい
60.2％

3.3％up



1.子育て支援

2.学校教育

3.青少年健全育成支援

4.生涯学習支援

5.文化・芸術活動支援

6.スポーツ活動支援

7.人権・国際理解の推進
8.男女共同参画の推進

9.自治会活動への支援

10.商工業の振興 11.農業の振興

12.観光の振興

13.百舌鳥・古市古墳群のPR

14.駅周辺の拠点整備

15.歴史文化の保全・継承

16.都市景観づくり

17.生活道路・歩道の整備

18.公共交通網の充実 19.上水道施設の整備

20.下水道施設の整備

21.空家対策・耐震対策

22.公園・緑地の整備
23.地域の助け合い・見守り活動の推進

24.障害者福祉の支援

25.高齢者福祉の支援

26.医療費助成の充実
27.地域医療体制の充実

28.健康づくり
活動への支援

29.自然災害対策
30.消防・救急体制の充実

31.危機管理体制の強化

32.防犯対策33.交通安全対策

34.消費者保護

35.環境負荷の低減

36.まちの美化・公害防止対策

37.ごみの減量化・資源化

38.まちづくりへの市民参画と協働

39.行政手続きのデジタル化

40.健全な財政運営

41.近隣自治体との連携42.市政情報の発信

43.都市イメージ・認知度の向上
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05-01 | 各施策の重要度と満足度
各施策の重要度と満足度の調査の結果、12の施策が重要度が高く満足度が低い領域（左
上）となっており、今後、力を入れていくべき取組と考えられます。

満足度
平均値0.02

重要度
平均値0.70

今回調査（令和4年度）

高
い

重
要
度

低
い

低い 満足度 高い



幹線道路の整備

生活道路・歩道の整備

公共交通機関の利便性

交通安全対策（信号・標識・街灯など）の推進

自然環境の保全
消費者保護の推進

水道水の安定供給

下水道の整備

ごみの減量化・リサイクルの推進

学校教育の充実
青少年健全育成の推進子育て支援の推進

高齢者福祉の推進

障害者福祉の推進

文化施設の充実

スポーツ施設の充実

保健、医療体制の充実
災害対策の推進

防犯対策の推進

公害防止対策の充実

雨水・浸水対策の充実

公園整備、緑化推進

住環境整備（建物
の耐震化、空き家対
策など）の推進

買い物の便利さ

農業の振興

商工業の振興
企業誘致

観光の振興
世界文化遺産関連施策の推進

文化財・伝統文化の保存と活用

男女共同参画の推進

ＩＣＴ（情報伝達技術）の推進

ボランティアの支援の振興住民相互の連帯意識の高揚

若者の定住促進
市のイメージアップと
個性あるまちづくり

人権・国際理解の推進
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05-02 | 各施策の重要度と満足度
各施策の重要度と満足度の前回調査の結果、12の施策が重要度が高く満足度が低い領域
（左上）となっていました。

満足度
平均値-0.11

重要度
平均値0.93

前回調査（平成30年度）
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05-03 | 重点改善領域・重点維持領域の変化
前回調査（平成30年度）から今回調査（令和4年度）の変化を整理すると、市として力
を入れている施策が評価されています。なお、住みよいまちづくりや安全・安心にかか
わる施策が重点改善領域となっています

今回調査（令和4年度）

重点改善領域 重点維持領域

前
回
調
査
（
平
成
30
年
度
）

重点改善領域

満足度維持

「17.生活道路・歩道の整備」
「21.空家対策・耐震対策」「22.
公園・緑地の整備」「29.自然災
害対策」「32.防犯対策」

満足度上昇

「1.子育て支援」「24.障害者福
祉の支援」「25.高齢者福祉の支
援」

重点維持領域

満足度低下

「18.公共交通網の充実」「20.下
水道施設の整備」「27.地域医療
体制の充実」「33.交通安全対
策」

満足度維持

「2.学校教育」「3.青少年健全育
成」「19.上水道施設の整備」
「31.ごみの減量化・資源化」
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参考 | 各施策の重要度と満足度の算定方法
各施策の重要度と満足度の結果について、点数の算定方法と4つの領域の説明は以下のと
おりです。

高
い

重
要
度

低
い

維持領域
重要度が低く満足度が高い

重点維持領域
重要度と満足度ともに高い

改善領域
重要度と満足度ともに低い

重点改善領域
重要度が高く満足度が低い

平均より満足度が高く、重要度が
低いため、今後もサービス水準の向
上や維持をするため、引き続き、維
持・強化が必要な領域です。

平均より満足度・重要度ともに高
いため、今後もサービス水準の向
上や維持をするため、重点的に
維持・強化が必要な領域です。

平均より満足度が低く、重要度が
高いため、取り組みを重点的に改
善することが望まれる領域です。

重要度と満足度の算定方法
 重要度＝（（とても重要2点×回答数）+（やや重要1点×回答数）+（あまり重要でない-1点×回答数） +（重要でない-2点×回答数）＋
（どちらともいえない0点×回答数） ）÷有効回答数※

 満足度＝（（とても満足2点×回答数）+（やや満足1点×回答数）+（やや不満-1点×回答数） +（とても不満-2点×回答数）＋（どちらと
もいえない0点×回答数） ）÷有効回答数※

※有効回答数は「無回答」の数を除いた数です。

満足度
平均値

重要度
平均値

低い 満足度 高い

平均より満足度・重要度とも
に低いため、重点改善領域の
改善の後、改善に取り組むこ
とが必要な領域です。
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06 | 藤井寺市の将来像
藤井寺市の将来像は、前回調査と同様、健康に暮らせ、福祉が充実した「健康と福祉の
まち」がもっとも割合が高くなっています。

55.15320334

38.34726091

21.44846797

9.192200557

10.67780873

39.83286908

9.099350046

29.71216342

28.41225627

7.613741876

2.135561746

5.942432683

1.671309192

1.857010214

2.971216342

59.4021215

38.37994214

21.8900675

9.450337512

11.57184185

46.09450338

6.460945034

40.79074253

33.94406943

1.446480231

1.253616201

0.964320154

0 10 20 30 40 50 60 70

健康に暮らせ、福祉が充実した「健康と福祉のまち」

遊歩道、公園や緑が配置された閑静な「住みよいまち」

世界遺産の古墳群や寺社などを中心とした「歴史を活かした観光のまち」

文化・芸術とふれあい、学習の機会に恵まれた「文化と生涯学習のまち」

余暇時間をより健康で豊かにする「スポーツ・レクリエーションのまち」

商店街など地元が、活気にあふれた「にぎわいのまち」

市民や企業等と連携してまちづくりに取り組む「協働のまち」

まちづくりの担い手として市民が参加し交流する「市民参加と交流のまち」

防災や防犯に力を入れる「安全・安心のまち」

子育てと教育環境が充実した「子育てと教育のまち」

世界共通の目標であるＳＤＧｓを推進する「誰一人取り残さないまち」

脱炭素化・カーボンニュートラルなどを目指す「地球環境保全のまち」

ＩＣＴやデジタル化を促進する「デジタル技術を活用したまち」

その他

わからない

無回答

今回調査（令和4年度）
前回調査（平成30年度）

（前回設定なし）

（前回設定なし）

（前回設定なし）

（前回設定なし）

（今回設定なし）

※上記の設問は、該当する選択肢を最大3つまで回答することが可能な設問です。
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07 | 藤井寺市がめざすべき都市像にふさわしい言葉
今後、藤井寺市がめざすべき都市像を表すものとして、ふさわしい「言葉（キーワー
ド）」は、前回調査と同様、“快適さ”がもっとも割合が高くなっています。
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豊かさ

やすらぎ

歴史文化
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環境
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1.6
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3.2

5.7

8.2

6.2
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3.3

2

2.1

#N/A

3.6

4

1.3

3.1

3.4

3

4.3

0 10 20 30 40 50

楽しさ

発展

誇り

デジタル

交流

協働

挑戦

SDGs

飛躍

うるおい

強さ

自立

その他

わからない

無回答
今回調査（令和4年度）

前回調査（平成26年度）

（前回設定なし）

（前回設定なし）

（前回設定なし）

（前回設定なし）

※上記の設問は、該当する選択肢を最大3つまで回答することが可能な設問です。


